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帳
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藷

輔

職

品
細
川

段
別
割
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
事
博
士
一
押
戸
正
雄

殿
曲
学
的
経
済
撃
の
論
理
的
構
造
・
・
・
女
盟
主
博
士
米
国
庄
太
郎

貨
幣
の
本
質
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
女
墜
博
士
高
田
保
馬

時

論

米
債
基
準
設
定
に
就
い
て
・
・
・
・
・
経
潜
血
主
人
木
芳
之
助

同
家
経
費
の
轄
嫁
に
就
い
て
・
・
・
経
済
撃
士
小
山
田
小
七

統
計
の
解
説
、
批
判
、
解
掠
・
経
由
主
平
士
崎
川
虎
三

絞
漕
表
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
由
栂
宰
士
柴
田
敬

路

桔

他

都

生
産
費
画
数
と
生
産
費
遁
増
減
白
法
則
経
由
主
主
高
森
晋

吋
耕
一
組
問
す
夫
業
の
季
節
的
愛
動
・
・
経
由
御
率
土
益
田
熊
雄

人
口
定
数
観
考
・
・
・
・
・
・
・
・
法
皐
博
士
財
部
静
治

当市

A
V

正

米

市

場

規

則臨
阿

倍

跡

新
著
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

叢
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経

濟
う
解

叢
第

三

+

一
卷

第

二
號

(響

讐

八
+
二
脇
)

昭
和
五
年
八
月
登
行

,病

口

叢

●

段

1肛
-

憂

割

ヨ)些』

百開

戸

正

雄

,

9

緒
言
(
本
論

の
目
的
)

ラ

　

　

ラ

　

ラ

ロ
ラ

ラ

ラ

　

第

一
段

段
別
割

の
本
質

(
一
真
滑
革

二
其
構
造
A
課
税
櫻
者
B
課
一椛
物
件
C
課̀
税
標
準
及
　挽
率

い
其

一
般
ろ
制
限
奉
D
課
税
方
法

い
普
通
ろ
結

く

じく

く

く

く

く

く

く

く

く

　

ラ

ラ

ラ

　

例
三
共
税
質
A
國
税
か
地
方
税
か
B
特
別
視
か
附
加
税
か
C
牧
益
税

か
財
産
税
か
D
直
接
税

か
間
接
税
か
)

く

く

も
く

コ
　

く

く

ラ

ラ

　
　

ラ

　

　

　

ラ

第
二
段

段
別
割

の
長
短
及
改
頁
方
法

(
一
真
長
短
A
其
長
厨

い
公
卒
課
税
上
ろ
財
政
牧
人
上
は
経
濟
政
策

上
に
杜
會
政
策
上
な
課
税
技
術
士
B

く

く

く

く

く

く

く

コ

く

其
鉦
所
り
企
卒
課
税
上
の
財
政
攻
天
上
ω
経
洒
政
策
上
◎
壮
曾
政
策
上
幻
課
税
技
術
上
⇒
其
改
頁
方
法
の

其
腰
止
恥

其
修
正
)

(

(

(

(

(

(

(

'(

」

結
訟醐
(
全
文

の
要
旨目
)

論

叢

段

別

割

論

第
三
+

一
巻

一
五
七

第
二
號

一



Z品

叢

段

，8IJ 

害l

論

第
三
十
一
巻

一
五
八

第
二
披

緒

Eコ

我
園
は
文
化
闘
で
あ
り
、
各
種
の
文
物
は
相
営
に
進
歩
し
、
其
或
も
の
は
文
化
政
官
展
の
尖
端
を
牲
っ
て
も
居
る

税
制
の
如
き
亦
化
大
関
じ
於

τ、
失
張
り
文
化
国
並
み
の
進
歩
し
た
も
の
を
持
も
、
決
し
て
後
れ
ぞ
取
る
古
い
ふ

も
の
で
な
い
。
然
る
に
其
中
に
極
め
て
原
始
的
な
、
そ
し
て
実
は
千
年
も
前
の
時
代
に
相
膳
し
た
や
う
な
制
度
が

残
っ
て
居
る
の
な
見
出
す
三
き
に
、
興
味
深
く
も
戚
件
-5
る
佐
得
ゃ
、
勝
た
祉
し
く
も
戚
じ
な
り
れ
ば
な
ら
な
い

其
は
何
か
、
其
は
段
別
割
ざ
い
ふ
土
地
の
課
税
で
あ
る
。
業
れ
で
之
に
つ
い
t

て
の
営
局
者
及
世
人
の
注
意
を
侃
し

て
之
が
改
善
の
諮
を
計
ら
し
む
る
の
は
、
決
し
て
無
意
義
で
な
い
さ
信
や
る
。
在
が
悲
に
之
に
闘
す
る
一
文
を
長

表
す
る
の
は
之
が
矯
め
で
あ
る
。

第
一
段

段
別
割
の
本
質

↓
其
沿
革
ー
ー
ー
段
別
割
さ
は
一
龍
、
何
ん
な
也
白
の
か
。
業
の
現
蹴
乃
至
本
質
を
明
か
に
し
?
フ
ざ
す
れ
ば
、
業
を

説
〈
の
前
に
、

一
慮
、
之
が
由
来
を
謹
ぺ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
は
元
来
、
北
海
道
に
創
始
さ
れ
た
も
の
で
あ

つ
花
。
此
の
北
海
道
に
あ
り
で
は
、
園
枝
た
る
地
租
の
か
か
ら
ぬ
土
地
が
可
な
り
仁
多
く
存
在
し
て
居
っ
た
。
随

っ
て
又
之
に
地
方
よ
り
し
て
、
地
租
附
加
税
を
謀
す
る
こ
さ
が
出
来
な
か
っ
た
。
詳
し
く
い
ふ
芝
、
北
海
道
で
は



国
有
未
開
地
庭
分
法

に
よ
り

て
民
有

ε
な

つ
泥
土
地

に
は
、
事

業
完
成

の
翌
年
か
ら
十
年
間

、
國

視
た

る
地
租
を

課

し
な

い
こ
ε

に
な

っ
て
居

り
、
そ
れ

か
ら
御
料
地

ε

い
ふ
本
來
国

税
地
租

の
か

か
ら
な
か

つ
陀
土

地

の
彿

下
を

受

け
て
民
有

こ
な

つ
セ
土
地

に
も
、

昭
和

二
年
法

に
よ
り
て
右

に
準

じ

て
腱
現
せ
ら

れ
る
こ

ピ
に
な

つ
だ
。
此
等

の
國
有

地
及
御

料
地
を
民
有

地

に
礎

じ
た
土
地

が

一
定

年
間

、
地

租
無

税

ε
さ

れ
、
随

っ
て
之

が
地
方
附
加

税

が

か
け
ら

れ
な
か

っ
た
の
み
な
ら
す

、
國

有
地
文
は
御

料
地

ε
し
て
止
ま

る
土
地
を

民
間

の
者

が
借
地

し

て
開

墾
し

た
土
地

に
も
、
本
税

セ

る
國

税
地
租

が
か
か
ら

沁
の
だ
か
ら

、
之

に
地

方

よ
り
し

て
地
租
の
附
加

税
を

課
す

る

こ

オ
が
出
来
な

い
。
其
塵

で
、
此
北
海
道

の
地
方

に
於

て
、
地

租
附
加

税
脅
課
す

る
だ
し

て
、
有
國

税
地

厚
無
國
税

地

こ

の
間

に
、
不
均
衡
負

憺

こ

い
ふ
も

の
を
生

じ

、
並

に
無
国

税
随

っ
て
無
附
加

税
地

の
多

き
駕

め
に
、
地
方
牧

人

の
過
小

、
財

政

の
困
難

ざ

い
ふ
事

情

を
生
す

る
や
う

に
な

つ
セ
。
段

別
割

ビ

い
ふ
地
方

の
特

別
税
は
實

に
之
を

救
濟
す

る
爲

め
に
避

く

べ
か
ら
す

ビ
し

て
設
け
ら

れ

π
の
で
め

る
。
か

く
て
北
海
道

に
は
夙

に
か
か
る
制
度

が
存

し
て
居

紀
ご

い
ふ

こ
ご
だ

が
、
日
露
戦
争

の
際
、
明
治
三
十
七
年

こ
い
ふ
に
、
内

地

に
も
之

を
課
す

る
の
途

が
開

か
れ

、
四
十

一
年

に
な

っ
て

、
法
律
第

三
十

七
號

、
地
方
税
制
限

法
中

に
.
之
を

明

か
に
規

定
す

る
こ
ご
に
な

つ

セ
。

そ
し
て
當
時

、
之

が
制
限
率

は
、

一
段
歩

に

つ
き
毎
地

目
李
均

四
十
銭

ど

い
ふ
も
の

に
過

ぎ
な
か

つ
セ

の
だ

が
、
實

は
其
常
時

は
未

だ
之
を

利
用

す

る
も

の
が
な

か

っ
π
。
然

る
に
其
後

、
地

方

財
政
の
膨
脹

し
、
其
窮

乏
を

救

ふ
の
必
要

が
迫

っ
て
來

π
の
で
、
次
第

に
之
を

利
用
す

る
地
方

が
出

で
、
特

に
不
在
者

(
即
ち
他
地
方
在
住
者
)

論

叢

段

別

割

論

策
三
十

一
管

一
五
九

第

二
號

三



論

叢

段

別

割

論

第
三
+
一
巻

=
ハ
o

第
二
號

四

の
山

林
所
有

の
多

く
な

る
に
件

れ
て
、
地
方

か
ら

之

に
重
き
負

澹
を
課
す

る

が
矯

め
に
之
を

利
用
す

る
も
の
を
生

じ

拠
。
此
段
別
割

は
か
く
し

て
生

じ
だ

が
、
大

正
九

年

に
な

っ
て
其
制

限
率

が
準
均

一
圓

に
引

上
げ
ら
れ
、
詳
し

く

い
ふ

ご
道
府

縣

か
ら

一
圓

、
市

町
村

か
ら

一
圓

、
合
計

三
園

以
内

で
、
地
方

特
別
税

こ
し

て
之
を
課

し
得

る
こ

ビ
に
な

っ
て
、
・今
日

に
至

っ
て
居

る
。

　二
其
構
造

(

鋤
課
税
椹
者
1

は
地
方
、
即
ち
遣
府
縣
及
市
町
村
で
あ
る
。

く

　

助
課

税
物
件
1

は
土
地

で
あ
り
、
各
地

目

に
及

び
得

る
。

⑥
課
税
標
準
及

税
率

一

の
其

一
般
-

段
別

に
よ
り
て
課
す

る
。
随

っ
て
從

量
比
例
課
税

ε

い
ふ

べ
き
も

の
で
あ

る
。
管

内

の
土
地

く

の
地

目
の
如

何
を
問

は
す
李
等

に

一
段

當
り
幾
圓

ざ

い
ふ
も
の
を
課
す

る
。

　ろ
制
限
率
一

(

σり

段
別
割
め

み
を
課
す

る
ご
き
一

㈲
道
府
縣

は

一
反
歩

に

つ
き
毎

地
目
李
均

一
圓

以
内

、

㈲
市
町
村

も

一
反
歩

に
つ
き
毎
地

目
李
均

一
圓

以
内

②
段
別
割
ご
地
租
附
加
税
ご
を
併
用
す
る
ピ
き
ー



'

㈲
道
府
縣

に
て
は
1

段

別
割

の
総
額

は
、
其
地

目
の
地

租
額

、
宅
地

に
あ
b

て
は
百
分
三
十

四
、
其

他

の
土
地

に
あ
り
て
は
百
分

八
十

三

ご
、
附
加
税

ご
の
差
額

を
超
ゆ

る
こ
ご
を
得

な

い
。

㈲

市
町
村

に
て
は
i

段
別
割

の
総
額

は
、
其
地

目

の
地
租
額

、
宅

地

に
あ
b
て
は
百
分

二
十

八
、
其

他

の
土
地

に
あ

り
て
は
百
分

六
十

六

ご
、
附
加

税

ε
の
差
額

を
超
ゆ

る
を
得

一0
。

　D
課
税
方
法

(
)い
普
通
一

管
内

の
土

地

に
地

目
を
問

は
す
、
李
等

に

一
段
當

り
幾

尉
を
課

す

る
。

Xろ

場
合

に
よ

り

一
反

渉

、
葡

地

目

李

均
幾

ら

ご
み

る

を
曲

解

し

て
.

一
地

目
内

に
て

、
義

務

者

の
人

に

(

よ
り

(
例
之

、
不

在

者

ご
否

ご
)

等

差

を

附

し

て
課

す

る

こ
ε

も

あ

る
ε

い
ふ

こ

ε
だ

。

　三

共

税

質

(

鋤
國
税

か
地

方
税

か
一

ご

い
ふ
こ
ご
か
ら

い
ふ

ご
、
此

は
明
か

に
地
方
税

で
あ
り
、
道

府
縣
税
又

は
市

町
村

(
税

で
あ

る
。
少
く

ε
も
今

日

、
我
邦

に
て
は
軍

に
地
方
税

で
あ
b

、
国

税

に
は
な

い
。
け

れ
こ
も
我
邦

に
て
も
古

い
時

代

の
租
は
實
は
段

別
割

な

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
嘗

て
は
国
税

に
も
此

が
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

司
特

別
税

か
附
加

税
か
一

ご
い
ふ
匙

か
ら

い
ふ
ご
、
此

は
特

別
税

で
あ

る
。
附
加

税

(地

租
の
)

に
代

っ
て

(

此

の
み

が
行

は

れ

る

こ
ご

も
出

来

る
し

、
附

加

税

ε
相

並

ん

で

、
其

の
最

高

限

度

内

に
て

、
附

加

税

の
及

ば

ざ

る

だ

け

を

此

に

て
課

さ

う

ざ

い
ふ

こ
ご

に
な

る
も

の

で
あ

る
。

論

叢

段

別

割

払醐

第
三
十

一
巻

一
六
一

第
二
號

五

'

●



■

論

叢

段

別

割

論

第
三
+

一
巻

二
八
ニ

第
二
號

六

◎
牧

益

税

か
財
産

税

か
一

ご

い
ふ
こ
こ
か
ら

い
ふ
ざ
、
特

別

(又
は
部
分
)
財
産

税

こ
も

い

へ
漁

こ
ざ
は
な

い
が
、

併

し
牧

益

税

こ

い
ふ

花
方

が
當

っ
て
居

る

。
勿

論

、
之

を

牧

益

税

こ
す

る

ざ

し

て
も

、
最

粗

な

る
、
原

始

的

な

る

其

れ

で
あ

　

.
叉

、
段

別

即

ち

土

地

の

面
積

ご

い

ふ
外

形

標

準

に
よ

り
て
課

せ
ら

れ

柁

る

も

の

こ

い
ふ

の

で

あ

る

。

恥
直

接
税
か
間
接

税

か
一

よ
り

し
て
は
、
負
憺

の
直
接
間
接

の
意
味

か
ら
し

て
も

.
憂
帳
税
徒
卒
税

の
意
味

・
(

か
ら
し

て
も
、
直
接
税

で
あ
る
。
薗

は
納

税
義
務
者

を
櫓
枇
指
定
者

こ
す

る
税

で
あ
り

、
永
続

的
な

る
土
地

に
基

づ
き
之

を
毫
帳

に
登

載

し
て
定
期

的

に
課
税
す
る
も

の
に
外
な
ら

漁
。

第
二
段

段
別
割
の
長
短
及
改
良
の
方
法

以
上
、
段

別
割

の
何
た

る
か
を
明

か
に
し
セ
。
其

れ
で
此

よ

り
、
之

が
長
所
短
所
を
説
く

で
あ
ら
う
。

　一
真
長
、短

(
)A
其
.長

所
1

(
)い
公
準
課
税

上

(
OD

原
始

的
経
済
を
有

つ
地
方

に
は
却

っ
て
此

が
適
切
な

る
も
の
な
り

こ

い
ふ
こ
ご
i

元
來

、
段
別

割

こ

い
ふ
や
う
な
面
積

に
依

る
土
地
課
税

の
制
度

は
、
今

日
我
邦

に
て

も
、
最

も
経
済

の
幼
稚
な
山

間
僻
地

に
行

は
れ



て

居

る

が

、

其

は

外

因

に

て

も

現

に

比

較

的

後

れ

π

経

濟

の
國

に
行

は

れ

て

居

り

(
註

一
)
、
叉

嘗

て
最

も

原

始

的

輕

濟

の

時

代

に
先

づ

開

け

た

も

の

で

も

あ

り

(
註
二
)
、
そ

し

て

其

は

、

か

か

る

庭
又

は

時

代

に

は

、

各

地

片

の

間

の

慣

値

の

等

差

も

少

き

こ

ご

故

に

、

此

れ

で

も

公

準

を

失

す

る

こ

い

ふ

ほ

こ

の

も

の

で

は

な

く

、

忍

び
得

る

も

の

で

あ

る

ε

い

ふ

こ

ざ

も

あ

り
(註
三
)
、
そ

し

て

叉

、

か

か

る

地

方

に

て

は

其

土

地

の

責

買

貸

借

ど

い

ふ

こ

ご

も

殆

ん

ご

之

な

く

(叉

は

善

時

の

如

き

に

あ

り

て

は

全

く

此

な

く

)
、

随

っ

て

其

責

貫

文

は

賃

貸

償

格

に

よ

り

て

課

す

る

こ

ビ

が

出

来

難

く

、

か

く

て

面

積

に

よ

り

て

課

税

す

る

こ

ざ

が
避

く

べ

か

ら

ざ

る

も

の

で

あ

る

の

だ

ざ

も

い

(、
る

(
註
四
)
。

(
註

…
〉

現
在
、
m田
露
国
に
て
"骨
地
山力

(
法
律

に
よ
り
て
都
山山
と
切
山
め
ら
る
、
も
の
)
を
十
璽
W
に
分
ち
、
且
ハ各
地
方

に
て

一
挙
方
「
サ
ッ
シ

エ
ン
」

(
四
・五
五
李
方
メ
ー
ト
ル
)
毎

に
、

一
定
金
額
を
課
す
る
の
で
、
全
く
面
積
土
地
課
税
が
都
會
地

に
行
は
れ

て
る
る
の
で
あ
る
。
其
事

は

一
九

二
七
年
法

に
て
は

一
平
方

メ
ー
ト
ル
毎

に
コ
ペ
ッ
ク
に
て
左
の
如
き
税
額
を
課
す
る
。

第
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類
地
方

第
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地
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第
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地
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第
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地
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第
九
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地
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O
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〇
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9
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・
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〇
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・
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〇

〇
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四

五

第
二
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地
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第
+
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地
方
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②

波
蘭

の
地
租

は
多
少

、
地
方

に
よ
り

て
異

っ
た

も

の
が
あ
る
が
、
其

の
特

に

コ
ン
グ

レ
ッ
ス
ボ
ー
ラ

ン
ド

に
て
は
、
地
租

が
グ
ー
ヅ

(
領
主

地

)
一悦
と
、
農
民
経
濟
視

と
、
移

住
視

と
三
大
別

せ
ら
れ

、
其
第

一
の
も

の
に
て
は
、
土
地

の
種
類

を
五
種

に
分

ち
、
貢
塘

の
基
本
軍

位
と
し

て
は
第

五
類
地

(小
牧
盆
能
力

の
爲

め
に
、
精

々
、
三
年
目

に

一
度
、
ラ
イ
多
叉

は
燕
夢

を
播
く
畑

、
森
林
地

、
灌

木
林

、
叢
林
地
)

を
選

み

凡

べ
て
其
他

の
種
類

の
土
地
を
其

の
敷

倍

と
し

て
扱

ひ
、
第

四
類
地
(
唯

一
回
刈
取

ら
る

x
草
場
)
を
右

の
四
半

翠
位
と
寫

し
、
第

三
領

地

(
少

　

論

叢

段

別

割

論

策
三
十

=
宿

一
六
三

第

二
號

七



論

叢

段

別

割

論

策

三
十

一
巻

一
六
四

第

二
號

八

コ

く
と
も

二
回
刈
取

ら

る
玉
草
場

)
を
十

一
翠

位
と
し
》
第

二
類
地

(第

一
、
第

五
以
外

の
畑
)

を
三
牛
軍

位
と
し
、
第

一
類
地

(
小

蓼
耕
作

に

叉

は
水
害
危
険

の
薦

め
に
唯

だ
夏
作
物

、
甜
菜

、
馬
鈴
薯

等

の
耕
作

の
み

に
適
し
た
畑
、
並

に
野
菜
畑

、
莫
物
園

、
庭
園

、
並

に
建
物

の
下

に

叉

は
建
物

の
間

に
あ

る
土

地
)
を

八
里
・位
と
し
、
各

面
積

に
懸

じ

て
課
税

ぜ
ら
る
る
。
農
民
経
濟
視
も
、
右

に
類

似
し
て
、
四
類
地

に
分

ち
、

第

四
類
地

を
軍
位

と
し
て
、
其
他

は
其
倍
数

と
し

て
取

る

。
移

住
税

の
分
類

及
税
率

は
原
則

と
し
て
農

民
経
済
税

と
同

じ

で
あ

る
。

働
希
臘

に
て

一
九

二
五
-

二
六
年

に
、
建
物

を
建

て
ら
れ

ス
は
植
付
け
ら
れ
た
る
土
地

の

一
ヘ
ク
タ
ー

ル
毎

に
三
十
五
紙

ド

ラ
ク
メ

ン
と

い
ふ

原

始
的

な
る
面
積
地
税

を
試
み
た
け
れ

ど
も
、
其

は
不
成

果

に
終

っ
た

の
で
.

一
九

二
六
一

二
七
年

に
は
、
古
き
総
取

盗
視

に
復
蹄

し
艶
と

い

ふ

こ
と
だ
。

④

}
九
〇

七
年
常
時

の
セ
ル
ビ
ア

に
て
は
、
地
租

は
全
國

の
土
地

を
五
類

に
分

ち
、
各
類

に
て

一
ヘ
ク

ダ
ー

ル
毎

に
、
第

一
類
地

は
パ
怯

、
第

二
類
地

は
四
法

、
第

三
類
地

は

三
法

、
第
四
類
地

は

二
法

、
第

五
類
地

は

一
法
を
沸

ふ
こ
と

x
し
た
か
ら
、
此
も
矢
張
り
面
積
視

で
あ

っ
た
。

⑨

英
國

の
植
民
地
中

、

セ
ン
ト
ビ

ン
セ
ン
ト
、
ブ
リ
チ

ツ

シ

ユ
ギ

昌
ア
に
も
面
積
税

が
行

は
れ

て
居

る
と

い
ふ

こ
と
だ
。

(
註

二
)

の
抽
象
的

に
醤

時

の
原
始
的

の
地
租

が
面
積
税
だ

り
し

こ
と
を
説
く

も

の
1

例

之

、
ボ
ー
リ

ユ
ー
は
、
地
租
は
最

初

に
は
土
地

の
面

積

に
比
例

し
て
取

ら

重

を
得
た

と
篤

し
、

シ

を

三

も

、
地
租

の
課
税
標

準

は
最

初
に
は
面
積

た
り
得

と
爲

し
、

・
ッ
チ
も
、
地

租
は
初

め

に
は
人

が
殆
ん
ど
輩
純

に
廣

さ
を
課
税

し
た
と

い
ひ
、

フ
オ
ッ
ケ
は
、
地
租

は
性
質

の
非

常

に
皮
相
的

な
る
考
慮

の
下

に
、
大
髄

の
土
地
面
積

の
標
準

の
も

の
に
初

ま
る
と
爲

し
、

ベ
ラ

フ
エ
ル
デ

ス
も
、
原
始
的

の
時
代

に
は
、
地
租

は
輩

に
土
地

の
大
さ
、
面
積

に
よ
り

て
確
定

せ
ら
れ

併

し
間

も
な
く

、
産
物

の
増
加

も
が
考

慮

に
引

か
る

エ
こ
と
に
な

っ
た
と
篤

し
、

ヘ
ツ
ケ

ル
も
、
古
き
時

代

に
は
人

が
簡
翠

な
る
方
法

に
て
満

足

し
、
財
産
課
税

を
土
地
所
有

の
最
外

見
的

の
記
號

、
即

ち
面
積

の
大
禮

の
大

さ
た

る

フ
ー

フ
エ
ン
の
数

に
結

び
付

け
た
と
爲

す
。
更

に
セ
リ

グ

マ
ン
も
、
個

人

の
納

視
能
力

の
等
級

を
考
慮

す
る
最

初

の
計
註

は
、
土
地

の
総

攻
穫
税

(
産
物

の
十
分

一
文

は
或
他

の
部

分
税
)
叉

は
土
地

わ

の
償

を
問

は
ず
其

の
翠

な
る
分
量

に
於

け
る
税

に
見

ら
る

と

い
ふ
。

の
具
艦
的
な
る
古
代
及
中
世
の
の
實
例
-

我
国
上
代
の
租
が
面
積
視
た
る
こ
と
は
周
知

の
事
貰
と
し
て
、
モ
ル
は
、
古
代
及
中
世
に
は
地
租
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は
好
ん
で
粗
な
る
標
準
(
面
積
)

に
よ
り
で
謀
せ
ら
れ
た
と
大
観
し
、
パ
兄
テ

1
プ
ル
に
依
る
と
、
薙
馬
白
ユ
ゲ
ヲ
続
が
恐

b
〈
は
最
初
は
、

面
積
枕
で
あ
っ
た
。
彼
に
依
れ
ば
、
ヂ
オ
タ
レ
U
V

ヤ
ン
白
財
政
吹
革
は
地
租
の
課
税
標
準
と
し
て
面
積
で
な
〈
、
債
値
目
車
位
を
採
用
し
た
の

だ
と
い
ふ
が
プ
ア
イ
フ
ア

1
は
、
ヂ
オ
タ
レ
シ
ャ
ン
の
地
租
は
面
積
枕
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
プ
ア
イ
フ
ァ
ー
ル
に
依
る
と
、
十
一
世
紀
、
失

周
回
ヘ
ン
リ
一
世
の
謀
し
た
税
は
全
幽
を
三
十
高
の
ハ
イ
ド
に
分
け
、
各
ハ
イ
ド
か
L
ニ
志
の
税
を
取

P
、
十
三
世
紀
の
マ

1

P
プ
ラ
ン
ヂ
ン

プ
ル
グ
に
も
一
フ

1
7
z
、

ニ
志
づ
L
A

の
殺
が
あ
ワ
た
と
い
ふ
。

メ
ツ
ツ
エ
ン
に
依
る
』
、
中
世
に
は
シ
ャ
ツ
ツ

k
い
ふ
税
が
ラ
イ
ン
地
方
に

於
て
、

モ
ル
グ

y

に
よ
り
て
課
せ

b
れ
、
ミ

A

Y

ス

タ

1
地
方
に
て
は

7
1
フ
エ
が
地
租
賦
謀
目
標
準
・
2
な
ワ
た
と
い
ふ
が
、
其
等
は
何
れ
も

面
積
枕
で
あ
る
。
倫
ほ
プ
ロ
イ
ャ
ー
に
依
る
と
、
濁
逸
中
世
白
地
組
の
模
型
的
の
も
D
は
、
。
へ

1
デ
と
い
ふ
、
財
産
所
有
の
中
で
最
も
外
か

b

認
む
べ
く
、
且
つ
捕
捉
ナ
べ
骨
部
分
た
る
土
地
に
課
し
、
且
つ
面
積
に
よ
り
、
概
算
的
方
法
に
て
段
階
付
け

b
れ
た
る
財
産
税
だ
と
い
ん
G

、E-LJ

r-FH一
品
目
町
，
、

パ
λ

7

1

プ
ル
は
・
相
朋
zu
豊
時
間
な
る
土
地
の
み
が
耕
作
喧
ら
れ
、
且
引
網
開
早
な
る
」
刀
法
R
で
の
み
耕
作
せ

b
る
ふ
己
主
を
偲
応
す
れ
ば

面
積
税
が
正
笛
な
も
の
で
あ
ら
う
と
鴛
し
、
プ
ア
イ
フ
ア
ー
も
、

か
ふ
る
分
配
方
法
は
、
園
白
文
化
進
歩
の
幼
稚
な
る
と
き
に
は
、
割
令
陀
心

配
白
・
少
な
一
一
曹
も
の
な
る
を
得
る
。
蛍
時
は
唯
だ
比
較
的
多
取
的
白
土
地
の
み
が
耕
作
に
附
せ
ら
る
ふ
か
ら
、
各
耕
作
地
の
耕
作
方
法
に
も
、
土

地
白
品
質
に
も
大
し
て
異
っ
た
も
の
は
な
い
と
免
し
、

セ
り
グ
マ

y
は
、
奮
時
の
農
業
に
て
は
、
耕
作
が
粗
放
で
、
耕
作
費
が
極
め
て
小
で
あ

ワ
た
か
ら
、
鳩
取
穫
物
白
上
白
枕
(
苧
が
て
、
面
積
白
上
白
税
と
い
ふ
こ
と
に
も
な
る
)
が
納
税
能
力
の
精
密
に
公
平
な
標
準
で
あ
ヲ
た
と
魚

し
、
ボ
l
p
ι

ー
も
、
此
方
法
(
面
積
税
)
は
例
之
、
植
民
地
の
干
う
に
、
凡
べ
て
の
土
地
が
未
だ
関
接
さ
れ
ざ
る
新
し
壱
風
土
に
適
し
た
も
白

だ
と
鴛
し
、

Z

ツ
チ
も
、
粗
放
農
が
税
額
の
決
定
に
於
て
貰
際
用
ひ
ら
る
ふ
複
雑
な
る
方
法
を
必
要
と
し
な
か
ヲ
た
と
矯
し
、

エ
ー
ベ
ル
ヒ
も

古
き
経
済
時
代
む
皐
純
な
る
磐
利
及
財
産
状
態
に
於
て
及
俊
塗
せ
ざ
る
租
税
技
術
に
於
て
、
人
は
単
純
な
る
課
枕
標
準
及
単
位
(
土
地
の
面
積

知
曹
)
に
て
満
足
ナ
る
を
得
、
叉
満
足
し
な

C
で
は
な
ら
な
か
ワ
た
と
免
し
、
ク
ラ
イ
ン
ウ
エ
ヒ
ダ
ー
も
、
初
め
に
は
到
る
慮
、
税
が
或
、
容

易
に
認
む
べ
き
外
形
標
準
(
土
地
D
大
さ
及
塑
度
に
依
る
地
租
)

能
カ
を
確
貸
に
近
接
し
て
確
知
し
得
と
信
じ
た
か
ら
と
い
ふ
叫

に
よ
り
階
級
付
け
た
。
何
ぜ
な
れ
ば
人
は
此
外
形
標
準
に
よ
り
て
義
務
者
自

論

叢

段

BIJ 

割
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論

叢

第
三
十
一
巻

第
二
競

O 

占
ノ、
ム
ノ、

割

号A，m 

F史

B'l 

(
註
回
)

前
詮
二
一
、

=
1
ベ
ル
ヒ
参
照
。
宵
ほ
、
セ

P
グ

7
y
は
、
奮
時
に
は
、
土
地
其
も
の
が
私
有
財
産
で
な
か
ワ
た
か

b
、
そ
し
て
土
地
が

寅
頁
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
納
税
者
の
能
力
は
土
地
の
償
値
に
よ
り
で
は
測
定
さ
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
併
し
乍
b
其
産
物
の
一
慣
値
に
よ
り

て
測
定
さ
る
ふ
乙
と
を
得
る
。
そ
し
て
其
は
土
地
の
分
量
に
或
比
例
閥
係
を
有
つ
も
の
だ
と
魚
し
、
フ
オ
ツ
ケ
も
、
経
滞
状
態
白
費
達
が
幼
稚

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
国
家
機
闘
が
牧
盆
圭
正
嘗
に
認
識
ナ
る
こ
と
が
難
〈
、
其
標
準
を
知
り
難
〈
且
ワ
利
用
し
難
い
。
随
っ
て
初
め
に
は
最
粗

な
る
不
満
足
た
る
支
持
劃
に
よ
り
て
課
税
を
行
づ
た
。
例
之
、
農
業
に
づ
奇
て
土
地
の
大
さ
に
よ
り
て
で
あ
る
。
漸
〈
後
に
な
っ
て
初
め
て
土

地
の
性
質
を
考
慮
す
る
こ
と
ふ
な
づ
た
と
い
ふ
。

開
僻
地
村
落
γ

い
あ
り
て
大
都
曾
地
に
於
げ
る
は
ど
に
、
此
じ
よ
り
て
不
公
平
を
生
唾
ざ
る
を
得
る
、
〕
ご

ー
此
段
別
割
の
方
法
は
管
内
の
土
地
を
千
遍
一
峯
に
課
す
る
も
の
で

(
尤
も
多
少
不
均
一
説
枕
ご
な
る
例
も
め
る

が
)
、
業
潟
め
.
慣
値
の
大
な
る
土
地
も
小
な
る
土
地
も
卒
等
に
課
税
し
、
各
地
片
の
示
す
能
力
に
相
膳
せ
守
、
不

公
卒
さ
な
る
さ
も
い
ふ
が
、
山
間
僻
地
に
て
は
、
其
管
内
の
土
地
の
債
値
の
大
小
の
差
等
ざ
い
ふ
て
も
大
し
た
相

遠
の
あ
る
も
の
で
な
く
、
大
都
命
同
地
の
や
う
な
、
其
内
部
の
土
地
の
償
低
に
非
常
に
大
な
値
幅
の
あ
る
慮
さ
は
異

り
、
此
粗
雑
な
る
課
税
方
法
に
で
も
大
し
た
不
必
平
ざ
い
ふ
こ
ぎ
は
な
く
.
む
し
ろ
忍
び
得
る
も
の
だ
ご
い
ふ
こ

さ
が
出
来
る
。

同
或
種
目
の
土
地
の
課
税
標
準
が
逼
低
に
評
定
さ
れ
居
る
の
を
平
準
す
る
矯
め
に
適
切
な
る
も
の
な
り
さ

い
ふ
こ
さ
1
l
l今
日
ま
で
の
慮
.
賓
際
我
邦
じ
て
、
山
林
の
法
定
地
慣
が
あ
ま
り
に
低
く
、
其
潟
め
地
方
が
土
地

課
税
を
行
ふ
さ
し
て
、
此
過
低
地
債
の
山
林
さ
其
他
の
土
地
さ
に
一
様
に
圃
税
地
租
へ
の
附
加
税
を
課
す
る
さ
き

(Elst臼Gγ円， Hwb. d. S釦tw.4 Au 
p. 38. 
Bastable， 1. c. p・426.Pfei百er，a. a. 0目 5. I6L Seligman， 1. c. p. 12. Beaulieu， 
1. c. p. 309. Nitti， 1. c. p. 16. Eheberg， Fw町 L8& 19 Au孔 s. 225. Kleinw 
在chte;-，Fw. s. 116. 
Seligman， l. c. p'， 12. Voc1.，e， a. a. O. s. 2，jト札
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に
は
、
山

林

か
ら
し

て
は
十
分
な

る
牧

人
を
禦
ぐ

る
こ
ご
が
出
来
す

、
財
政
上

に
も
固
ま
る
ば

か
b
で
な
く
、
益

々
以
て
、
各
種
土
地

の
間

の
負
澹

の
不

公
準

を
増
長
す

る
こ
ご
に
な

る
。
其

れ
で
此
場
合

に
、
段

別
割

を
課

し
て

山
林

の
や

う
な

も

の
に
多

少
過
重

の
負

憺
を
爲

さ
し

め
る
の
が
、
却

っ
て
全
膿
上
負
捲

の
均
衡

を
得
し

む
る
所
以

の
も

の
だ
こ
も

い
は
れ
得

る
。

.

粉

財
政
牧

人

上
t

-段

別
割

は
上

に

い
ふ
や

う

に
し
て
公
李
課

税
上

か
ら

も
何
等

か
の
説
明
を
し
得

る
も
の

く

「だ
が

、
特

に
財
政
牧

人

の
上

か
ら
し

て
は

一
層

に
初
買
な
も

の

で
、
此

に
於

て

一
層

重
大

な
慣
値
を
育

つ
。
其
収

入

が
地
方

に
よ
b

て
は
非
常

に
大

で
、
之
あ

る
に
よ
り
て
漸

く
典
地
方

の
必
要

飴
売

惣
し
得

る
ど

い
ふ
.
…
ピ
が
め

る
。
即
ち
或
地
方
内

に
、
山

林

の
如
き

も

の
の
廣

大
な
場
合

の
如

き
、
地

租
附
加

税

に
よ
り
て
は
到
底

、
太

し
把

牧

人
が
得

ら
れ
す

、
特

に
又

、
其
地
方

内

ζ
貧

乏

人
ば

か
り
多

く
、
却

っ
て
不
在

地
主

が
多

く
其

土
地

を
有

つ
こ

い
ふ
に
於

t
、
戸

数
割

に
よ
り
て
財
政
需
要

を
充

た
さ
う

ご
し
て
も
大

し

た
こ
ご
も
出
来
す

、
財
政
上
行
詰

b
こ

い
ふ

こ
ビ
に
も
な
り
得

る
。
此

場
合

に
於

て
段

別
割
は
、
か

か

る
地
方

財
政

に
相
當

に
大
な

収
入
を
供
し

、
其

を

更
生

せ
し
む

る
の
方
便

た
り
得

る
こ

い
ふ
の

で
あ
る
。

ゆ

経
済
政
策

上
一

か
ら

い
ふ
ご
、
面

積

に
依

り
て
土
地

を
課
税
す

る
ご
き

に
、
土
地

の
牧

盆

に
よ
り
て
之

く

を

課

し

だ

こ
異

り

、
土

地

の

利
用

度

を

人

な

ら

し
む

る

の
作

用

が

あ

る
。

従

来

遊

ば

し

て

あ

っ
た

土

地

を

生
産

的

に

利
用

し
ゃ

う

こ

い

ふ
こ

ご

に
な

b

、
従

来

使

用

七
利

用

し

て

あ

る
土

地

を

一
層

良

く
使

ひ

、

一
層

多

く

の
牧

盆

論

叢

段

別

割

論
「

.

第
三
+

一
巻

=
ハ
七

第
二
號

=



艦

論

叢

段

別

割

訟細
、

」

第

三
十

一
巻

一
六
八

第

二
號

一
二

を
塞

ぐ

る
や
う

に
努

め
る
こ
ざ

ご
な

る
。
同

一
の
面
積

の
土
地

に
同

一
税
額

が
か

か
る
の
で
、

一
層

多

く
の
牧
猛

を
畢

ぐ

る
だ
け
が
得
だ

ビ

い
ふ
こ
ご

に
な
り
て
、
土
地

の
経
濟
的
効

果
を
大

な
ら

し

む
る
の
結
果

こ
な

る
。
此
事

は
、
我
邦

の
如

く
土
地

乏
し
く
入

口
割

合

に
多
く
し

て
、
土
地

の
利
用
能
率

の

一
層

大
な

る
こ
ご
に
特

別
の
僧
位

の
認

め
ら

る
る
威

に
て
は
、

㎝
暦
重
要

な

る
こ
ご
で
あ

る
。
決

し

て
之

を
軽
視
し

て
は
な
ら
な

い
。

　に
肚
會
政
策
上
-

或
地

方

に
於

て
不
在
地
主

の
存
す

る
こ

い
ふ
こ
ご
は
、
決

し

て
望
ま
し

い
こ
ご
で
は
な

(

い
。
此

段
別
割

は
之

を
不
利

こ
し
之
を

抑
制
す

る

に
役
立

っ
こ

い
ふ
こ
ご
が
あ

る
。
叉
暫

ら
く
之
を

別

こ
す

る
も

山

林

の
や
う

に
目
前

に
は
利
益

が
薄

く
と
も
、
遠

き
將
來

に
は
其

よ
り
し

て
の
産

物

か
ら
大

な
利
益

を
期

し
得

る

の
み
な
ら
す

、
共

地
.面
其
も

の
も
が
交
通

機
關

の
登
達

に
よ
り

て
非
常
な

る
地
償

騰
貴
を
齎
ら

し
て
亘

萬

の
不
勢

利
得
を

も
生
じ
得

る
可
能

性
を
有

つ
物

が
少
数

の
富

者

の
手

に
集
中
す

る
の
傾
向

が
あ

る
。
段
別
割

は
質

に
之
を

も
抑
制

す

る
の
作
用
を

有
ち

、
随

っ
て
肚
會
政
策
上

に
或
意
義

を
有

つ
ご
駕
し
得

る
。

　ほ
課

税
技
術

上
一

に
は
此
課
税
法

が
容
易
簡

軍

で
あ
り
得

る
こ
い
ふ
長

所
を

有

つ
(註
五
)。
義

務
者

の
経
済

(

の

内
部

に
立

入

ら

す

し

て
課

し

得

る
●こ

い

ふ

こ
ご

も

あ

る
(註
六
)。
此

れ
亦

、
此

方

法

の
取

b
得

こ

い
ふ

も

の

で

あ

る

。(
註
五
)

ボ
ー
リ

ユ
ー
は
、
此
制
度

(
面
積
視
)

が
非
常

に
簡
単

と

い
ふ
長
所
を
有

つ
と
篤

し
、

パ
ス
テ
!
ブ

ル
は
、
土
地
を
課
税
物
件

と
し

て

新

し
き
杜
會

に
於
け
る
最

明
か
な
る
輩
・位
は
面
積

に
よ
る

こ
と
だ
と
爲

し
、

モ
ル
は
、

一
般

に
外
形
標
準

に
依

る
爲

め
に
、
賦

課

の
容

易

と

い
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ふ
こ
と
あ
り
と
い
ふ
。

(
註
穴
)

占
。

へ
ツ
ケ
ル
は
、
地
租
に
て
面
積
に
依
る
と
い
ふ
中
う
な
外
形
標
準
に
依
る
方
法
に
於
て
、
私
的
事
情
に
侵
入
す
る
こ
と
な
曹
を
得
と
い

川
内
其
短
所

け
れ
公
平
課
税
上
|
|
段
別
割
に
何
程
か
説
明
の
つ
〈
も
の
は
ゐ
る
け
れ
ざ
も
、
か
か
る
税
は
買
は
全
く
嘗
式

の
奮
時
代
の
税
で
あ
っ
て
、
少
し
く
鰹
搭
が
謹
ん
で
来
る
ご
、
間
も
な
く
各
地
片
の
聞
の
債
値
の
差
等
が
著
し
く

な
つ
亡
、
此
に
て
品
段
々
だ
不
公
平
佐
認
め
る
こ
さ
に
な
る
〈
詮
七
〉
。
今
日
、
未
だ
開
け
ざ
る
山
間
僻
地
に
て
は
大

し
た
不
n
公
平
で
な
い
ざ
い
ふ
け
れ
ざ
も
、
其
れ
で
も
一
地
方
内
の
土
地
に
相
嘗
の
差
等
が
殺
生
し
て
居
り
、
山
林

原
野
の
や
う
に
債
の
少
き
も
の
さ
、
田
畑
宅
地
の
や
う
に
債
の
大
な
も
の
さ
を
一
緒
じ
一
幸
に
謀
し
党
り
、
著
し
〈

田
畑
の
中
じ
て
も
相
営
じ
債
値
に
大
小
の
あ
る
の
に
、

一
率
一
睡
に
課
し
て
居
て
は
、
到
底
不
n
公
平
な
も
の
さ
い

は
な
〈
て
は
済
ま
な
い
(
註
八
)
。
国
税
地
租
に
て
山
林
が
過
軽
芭
な
っ
て
居
る
さ
い
ふ
な
ら
ば
、
其
は
其
に
て
整
理

を
行
ひ
、
附
加
税
ざ
し
て
は
山
林
も
業
他
の
土
地
も
一
様
に
課
し
た
方
が
穏
営
で
あ
る
。
要
す
る
に
現
代
に
あ
り

て
は
地
租
は
面
積
仁
依
ら
や
、
其
土
地
牧
盆
な
り
業
財
産
債
格
な
り
に
感
じ
て
課
す
ぺ
き
も
の
で
あ
り
、
段
別
割

の
如
き
は
許
す
ぺ
か
ら
ざ
る
も
の
さ
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

〔
註
セ
)

ポ

1
p
ュ
ー
は
、

-
F
A
る
未
開
枇
舎
に
勧
め
ら
る
L
単
調
な
る
地
租
は
、
凡
べ
て
白
土
地
が
所
有
せ

b
れ
、
及
農
業
が
準
歩
し
た
枇
曾
に

は
宇
が
て
特
に
不
会
千
四
も
の
と
な
る
と
鴬
し
、
バ
エ
テ
l
プ
ル
も
、
地
味
の
品
質
及
耕
作
法
に
於
け
る
差
異
が
詮
意
せ
与
る
ふ
苧
ろ
に
な
る

百台

第
三
十
一
巻

一
六
九

第
二
時
制

叢

，8IJ 

割

E命

段

!l_eaulieu， 1. c. p. 309. Bastable， l.c. p・425.-426，Moll附 a.a.O. s. 4"7・
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論

　最

段

別

割
…

論

集

三
十

一
巻

一
七
〇

第

二
號

一
四

と
、
面
積
税
は
公
平

で
な
く

な
る
と
爲

し
、

ヘ
ッ
ケ

ル
は

、
脛
一濟
事
情

の
登
達

と
共

に
、
技
術

が
焙
…巧

と
な
り
、
分
業
及
職
…栗
分
科

が
発
展

す

,
る
と
共

に
、
原

始
的

課
税
形
式
が
最
早

不
十
分

と
な
る
と
篤

し
、
プ

ア
イ

フ
ァ
ー
は
、
土
地

の
大
き

は
其
奴
盆
能
力

を
決
定

す

る
も

の
で
な
く

多
少
聾
達

し
た
文
化
状
態

に
於

て
、
地
租

の
分
配
が
公
正

の
要
求

に
多
少
合

致
す

べ
き
も

の
と
す

る
な
ら
ば
、
必
然

に
各
箇

の
土
地

の
分

級

が

行

は
れ
な
く

て
は
な
ら
ぬ
と
す
る
。

モ
ル
も
亦

、

一
般

に
外

形
標
準

に
依
る
賦
課
を
不
碁
手

と
駕

し
、

ク
ラ
イ

ン
ウ

エ
ヒ
タ
!
は
、
経
済

生
活

が
警

寡

・
事
情
毳

々
羅

と
な
る
の
度

に
於

て
・
外
形
華

が
霧

者
の
給
付
能
力

の
確
智

は
不
相
當

の
も
の
と
な
っ
た
と
い
福

(
註
八
)

マ
ル

コ
ウ
ィ

ッ
チ
は
、

セ
ル
ビ

ア

の
地
租

に

つ
き

、

一
ヘ
ク
タ
ー

ル
に

つ
き

玉
蜀
黍

ハ
ツ

エ
ン
ト
ネ

ル
六
六
を
屋
ナ

る
第

三
類
地

が
三

の

油

を
携

ひ
二
十

一
ツ

ェ
ン
ト
ネ

ル
三
七
を
産
す

る
第

二
類

地

が
四
法
を
梯

ふ
の
不
公
平
を
指
摘

し

て
居

る
が
、
我
邦

に
就
き

て
之
を
見

る
も
、

珊

全
圃

の
一
段
歩
當
切
干
物
法
定
地
慣
ぱ

圓

に
て

宅

地

一
六
九
、
七

五
八

田

三
四
、
○

八
四

畑

・

八
、
二
〇
七

山

林

○
、
三

一
七

そ
れ
か
ら
帝
国

農
書

調
、
賃
貸
便
格

一
段

歩
當

り
李
均

は

圓

に
て

宅

地

一
五

二
、
四
〇
〇

田

二
八
、
五
六
六

畑

七
、
八
七
七

其
他
(
山
林
を
含

)
.

○
、
五

一
二

山
村
を
標
準

と
し

五
三
五
・
五

一
〇
七
・
五

二
五
・
九

一
・
○

山
林

等
を
標
準

と

し

二
九

七
・
七

五
五
・
八

一
五
・
四

一
・
○

.

だ
か
ら
極

端
を

い
ふ
と
、
段

別
割

は

一
の
も

の
と
、
其

五
百
倍
叉

は
三
百
倍

の
も

の
と
を
醤
等

に
扱

ふ
こ
と
に
な
る
。
尤

も
此

が
實
際

に
行
は

8)

9)

・。)
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る

蕊
や
ヶ
な
山
間
地

と

し
て
は
宅
地

と

て
も

畑

に
近
き
値

の
も

の
で
あ
ら

う
し
、
田

の
如

き
も

の
が
少

く
、
畑

が
比
較
的

に
多

い
と
し

て
も
、

一
の
も

の
と
其

二
+
五
倍
叉

は
十
五
倍

の
も

の
と
均

一
に
課
税

す
る

と

い
ふ

の
不
公
準

が
あ

る
と

い

へ
る
。

　ろ
財
政
牧

人
上
一

の
慣
値

ご

い
ふ
て
も
、
實

は
大

し
た
毛

の
で
は
な

い
。
此

が
財
政
牧

人

の
必
要

か
ら

選

(

ま
れ
把

こ

い
ふ
け

れ
ご
も
、
其
は
畢

竟
地

租
の
課
税
標
準

乾

る
法
定
地

償

の
従
来

、
山
林
等

に
過
輕
な

り
し
爾

め

や
、
戸
敷
割

の
規
定

に
若

干
不

満

の
あ

っ
把
薦

め

に
生

じ
た
の

で
、
之

を
直
ほ
し

て
来

れ
ば
、
其

必
要

も
消
滅
す

る
で
あ
ら
う
し
、
斯
一

て
も
術

存
す

べ
き
財
政

必
要

ε

い
ふ
て
も
其

は
太
し
把
も

の
で
は
あ

る
ま

い
。
現

に
今

日

の
下

に
て

さ

へ
も
、
此
段

別
割

の
全
額

百
静
萬
圓

に
過

ぎ
な

い
の
だ

か
ら
(註
九
)
、
莫

が
前
記

の
改

正
に
よ
り
減

少

す

る
こ
す
れ
ば

、
俺
更

に
少
き
も

の
ご
な
b

、
具

し
き

の
も
の
な
れ
ば

、
何
等

か
特

別

に
、
國
庫

か
ら
補
給

の
途

も
立
ち
易

い
も

の
に
過

ぎ
な

い
。

つ
ま
b
段

別
割

の
財
政
収

入
上

の
必
要

ご

い
ふ
て
も
、
大

し

て
強

い
も
の
で
は

な

い
や
う
だ
。
叉
斯

か

る
税
は
其
性

質

上
、
能

力

の
最
小

さ

い
庭
を
基

準

こ
し

て
課
す

る
外
な

い
か
ら
・、
自

ら
多

…牧
的

の
も
の
ご
な
b
得

漁
ご

い
ふ
こ
ご
も
あ
る
(註
一
〇
)
。

(
註
九
)

昭

和
四
年
四
月
調

の
四
年
度
道
府
縣

雑
種
税

一
覧

に
依

る
と
、
,之
を
採

用
す
る
府
縣

七
、
取
税
額
六

十
一
一萬

七
千

一
百
七
十
五
圓

で
あ

.

つ
て
、
略

ぼ
同
額

の
市

町
村
税
取
額

が
あ

る

と
す
れ
ば

、
合

計

百
二
十
五
萬
圓

ば

か
り

の
も

の
に
過

ぎ
な

い
。

(
駐

翻
O
)

ボ

ー
リ

ユ
ー
は
、
斯

か
る
税

は
多

取
的

の
も

の
で
な

い
と

い
ふ

て
居

る
。

　は
経
濟
政
策
上
1

に
は
、
此
段
別
割
を
課
す
る
爲
め
、
持
主
の
奮
働
努
力
を
促
し
て
利
用
を
進
め
る
こ
い

(

ふ

こ

ご

も
あ

る
け

れ

こ

も

、
又

土

地

に

よ
ヶ

て

は

其

上

の
利

用

を

増

す

こ
ε

の
困

難

で
あ
り

、
其

爲

め
時

ε
し

て

論

叢

段

別

割

論

策
三
十

一
巻

一
七
一

第
二
號

一
五
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論

叢

第
三
十
一
巻

第
二
務

占

ノ、

七

事j

段

.8IJ 

音曲

は
其
か
ら
生
や
る
牧
盆
で
は
到
底
梯
ひ
得
ぬ
ほ
ざ
の
重
き
負
携
を
震
さ
し
め
て
佃
人
経
済
を
苦
し
め
る
さ
い
ふ
や

う
な
こ
さ
に
も
な
り
(
詮
一
ご
、
併
し
又
此
利
用
増
進
が
行
は
れ
た
注
し
て
も
、
山
林
の
如
き
に
於
て
之
を
伐
採
し

て
開
墾
し
田
畑
を
増
し
た
さ
き
に
、
其
が
度
を
過
す
さ
い
ふ
守
」
・
其
矯
め
水
害
h
z
多
か
ら
し
め
、
水
源
を
枯
渇
せ

し
め
る
ぜ
い
ふ
や
う
な
こ
さ
じ
も
な
っ
て
、
園
民
経
済
全
憧
に
不
利
を
及
ぼ
す
二
芯
も
あ
り
得
る
。
其
か
ら
兎
角

地
租
は
物
上
負
擢
ざ
な
っ
℃
人
々
の
所
有
財
産
官
其
税
額
の
還
元
額
だ
け
漫
牧
す
る
作
用
を
有
つ
も
の
だ
が
、
此

い
か
此
面
積
に
依
る
一
挙
税
の
場
合
に
は
、
可
動
的
な
る
肱
盆
又
は
債
格
に
依
っ
た
場
合
じ
比
し
て
一
層
趨
確
に
行

は
る
、
ぜ
い
ふ
こ
さ
に
も
(
註
一
二
)
、
経
、
溝
上
の
見
地
か
ら
の
望
ま
し
か
ら
ぎ
る
も
②
が
あ
る
。

(
註
-
-
)

最
近
調
に
て
(
前
出
)
全
幽
白
土
地
白
平
均
賃
貸
料
、
田
畑
宅
地
以
外
の
土
地
〈
山
林
を
含
め
)
白
一
反
歩
営
り
五
十
一
銭
二
座
と

い
ふ
白
に
、
道
府
豚

4
p
b
一
段
歩
営

p
一
回
、
市
町
村
か
ら
同
じ
〈
一
圏
、
計
二
回
を
之
に
課
す
る
み
」
い
ふ
の
だ
か
b
、
山
林
所
有
者
は
政
盆

以
上
回
諜
枕
を
せ
ら
る
ふ
と
も
い
へ
る
。
尤
も
事
賓
と
し
て
は
山
林
が
前
記
以
上
白
取
盆
を
奉
げ
得
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

マ
作
ヨ
ウ
イ
ツ
ナ
は
、
セ
ル
ピ
ア
の
地
租
に
つ
壱
之
を
説
〈
。

(
鮭
-
=
)
ω枇
曾
政
策
上
|
|
段
別
割
が
何
程
か
の
機
能
を
稜
揮
す
る
こ
ご
は
前
に
い
ふ
た
ゃ
う

rが
、
併
し
其
反
面

に
、
此
が
反
一
肱
曾
政
策
的
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
ざ
い
ふ
の
は
、
之
に
よ
り
て
比
較
的
過
重
の
負
携
を
負
ふ
ぺ

き
山
林
原
野
の
や
う
な
も
の
を
貧
し
き
濁
立
農
民
の
有
つ
の
に
は
、
此
が
其
地
位
を
危
う
く
す
る
こ
ぎ
に
も
な
る

し
、
田
畑
に
つ
い
て
も
小
網
立
農
民
の
少
し
許
り
持
つ
所
の
劣
等
の
田
畑
が
、
富
め
る
大
地
主
の
有
つ
豊
韓
な
る

田
畑
さ
濁
等
に
課
税
せ
ら
れ
て
は
、
前
者
の
地
位
が
危
う
い
ざ
い
ふ
こ
さ
も
あ
る
。
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鋤
課
税
技
術
上
1

に
は
此
税
は
強
き
長
所
を
有

つ
の
で
あ
る
け
れ
こ
も
、
強
み
て
其
短
所
を
求
む
れ
ば
、

く

標
準

ご
な

る
段

別
其

も

の
が
多

少
不

正
確

で
あ

っ
て
、
十

分
信
頼
す

る
こ
ご
は
出
来
悪

い
こ

い
ふ
・、」
ご
が
あ
る
。

特

に
恰
か

も
問
題

の
劃
象

ざ
せ
ら
れ

る
山

林
の
如
き

に
つ
い
て
當

っ
て
居

る
。

ラニ
其

改
良
方

法

劫

其
腰

止
-

以
上

い
ふ
如

く

で
段

別
割

に
は
長
所

も
め
り

、
説
明

も

つ
く
の

で
あ
る
け

れ
こ
も
、
併

b
短
所

に
重
大
な

る
も

の
が
少

く
な

い
の
だ
か
ら

、
出
来

る
な
ら
ば
、
之
を
全
磨
す

る
の
が
勧

め
ら

れ

る
。
但
し
特
殊

の

事

情

み

る
北
海
道

の
如

き
に
て
は
、
國

視

た
る
地

租
を

炉
け
ら
れ
な

い
土
地

が
多

い
の
だ

か
ら

.
特
例

冠
し

て
維

持

し
保
存

す

る
こ
し

て
も
良

か
ら
う
。
又
内
地

に
て
之
を
全
摩
す

る
こ
す

れ
ば
、
他
方

に
、
此

が
矯

め
の
缺
陥
を

補

ふ
矯

め
に
、
常
盤

に
、
山

林
な
ご

に
於

け

る
課

税
標
準
を
適
當

に
引

上
ぐ

る
こ
ご
も
し
な

く

て
は
な
ら

減
し
、

戸
敷
割

の
調
整

も
行

は
な

く
て
は
な

ら
滅
し
、
必
要

ご
あ
ら
ば
不
在
地

主
の
特
別
課
税
も
行

ふ
て
良

か
ら
う
。
そ

し
て
斯

か

る
収

入
増
加

の
途

が
開

け

る
ご
き
に
、
段

別
割

の
如

き

に
は
必
ず
之
を
維
持

し
な

く

て
は
な
ら

澱
ご
い

ふ
や

う
な
必
要

が
消

滅
す

る

で
あ
ら
う

。

助

其
修

正
i

若

も
何

こ
し

て
も
之
を
維
持
し

な
く
て
は
な
ら

隙
ε

い
ふ
な
ら
ば

、
然

る

ご
き
は
、

せ

め
て
は

(
各
地

目

(
田
、
畑

、
宅
地

.
山
林
等

々
)

各
別

に
別
異

の
課
率

を
用

ふ

る
を
要

す

る
も
の
こ
爲

し

、
尚
又
、
其
最

高

限

ご
し

て
各
市

町
村

の
各
地

日
別

の
李
均
牧
盆

に
謝
す

る
地

租

(国
税
)
の
附
加

税
最
高
限

に
當

る
も
の

ε
し
、

論

叢

段

別

割

論

策

三
十

一
巻

一
七
三

第

二
號
　

一
七



.

論

叢

段

別

割

論

第
三
+
暮

一
七
四

第
二
號

天

各

地

日

別

の
段

別
割
を

し

て
之

を
超

へ
ざ

る

こ
ご
こ
す

る
が
良

い
。

さ
う
な

る
ご
、
此

に
て
も
樹

ほ
各
地
片
聞

に
多
少

の
不

公
李

は
あ

っ
て
も
、
其

が
大

し

て
甚

し

い
も
の

で
な

い
こ
ご
に
な

り
、
牧
盆

の
比
較

的
少

き
山
林
な

ご
で
も
堪

へ
易

い
負

憺
を
す

る
こ
ざ

に
な
り
、
そ

し
て
財
政
牧

人
は
可
な

り
多

く
に
も
な
り
得

る
し
、
課

税
技
術
上

の
簡
軍

こ

い
ふ
こ
ご
に
も
多
少
適

ふ
し
、
経
済

政
策
上
利
用

促
進

も
或
度

ま

で
行

は
れ
て
而

も
山
林
濫
伐

の
弊
を

見

る
ほ
こ

に
も
至
ら
す
.
そ

し
て
杜
會

政
策

上

の
弊

害
を
著

し

か
ら
し

め
す
し

て
却

っ
て
或
度
ま

で
肚
會

政
策

に

合
致
す

る
ε

い
ふ

こ
巴
も
あ

る
。

結

論

以
上
要
之

、
段

別
割

は

一
の
特
別
地
方
税

で
あ
り
、
牧

益
税

で
、
随

っ
て
直
接
税

で
も
あ
り
、
土
地

の
面
積

に

從

ふ
て
比
例
課
税

せ
ら

る
る
最
原
始

的

の
税

で
あ

る
。
此

が
全
國

に
廣

く
行
は

る
る
の
で
は
な

く
し
て

、
特
殊
事

情

あ
る
少
数

地
方

に
の
み
行

は

る
る
も

の
で
、
地
租

の
附
加
税

の
代

り
に
又

は
之

ご
並
行
し

て
も
行

は
れ

、
此

が

公

準
課

税
上

、
財
政
収

入
上
、
経
濟

政
策

上
、
肚
會
政
策

上
、課

税
技

術

士
何

ほ
.ε
か

の
根
擦
を

有

つ
け
れ
で
、
も
、

同
時

に
何

れ
の
鮎

か
ら

も
訣

鮎
を
有

ち
、
特

に
公
準
課

税
上
人
映
貼
を

有

つ
の
で
あ

り
、
之

が
財
政

上

の

必

要

の
如
き

も
、
別

に
方
法
を
講
ず

る
こ
ご

に
よ
b
て
消

滅
し
得

る
も
の
で
あ
り
、
労

々
、
出
来

れ
ば
之

を
全
摩

し
た

く

、
又

は
、
せ

め
て
は

、
「之

に
適
當
な

る
修
正
を
加

ふ
る
こ
ご
が
最

も
望

ま
し

ざ
せ
ら
れ

る
。


